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貌
曹
操
の
楽
府

｜
｜
漢
古
楽
府
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
｜
｜

平
井

徹

中
国
史
上
初
の
、
全
国
的
な
本
格
政
権
と
な
っ
た
漢
王
朝
の
後
、
貌
亙
日
南
北
朝
の
分
裂
時
代
が
四
百
年
続
い
た
。
こ
の
時
代
は
戦
乱
の
世

で
あ
る
一
方
、
詩
文
・
訓
詰
学
・
芸
術
の
分
野
で
大
き
な
変
革
を
見
せ
て
い
る
。
興
味
つ
き
な
い
テ
！
マ
は
散
見
す
る
が
、そ
の
出
発
点
と

し
て
、
後
漢
末
・
建
安
年
間
（
一
九
六
1

二
二
O
）
の
文
学
（
実
際
は
三
国
貌
の
文
学
）
、
就
中
曹
操
の
楽
府
に
つ
い
て
管
見
し
て
み
た
い
。

曹
操
は
歴
史
上
の
卓
越
し
た
政
治
家
・
武
人
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
雄
大
な
感
情
と
あ
ふ
れ
る
才
能
を
持
っ
た
学
者
・
詩
人
で
も
あ
っ

た
。
か
れ
は
文
才
を
愛
し
、
文
人
学
士
を
集
め
、

文
学
史
上
建
安
文
学
の
代
表
者
と
し
て
出
現
し
た
。
建
安
文
学
は
曹
操
・
苗
自
主
・
曹
植
父

子
（
三
曹
と
称
す
る
）
を
中
心
に
花
開
く
が
、
曹
操
の
強
固
な
政
治
勢
力
を
根
本
に
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

曹
操
が
作
っ
た
詩
文
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
っ
た
と
き
れ
て
い
る
。

貌
武
帝
集
二
十
六
巻
。
梁
三
十
巻
、
録
一
巻
、
梁
又
有
武
皇
帝
逸
集
十
巻
、
亡
。

貌
武
帝
集
新
撰
十
巻
。

〔
『
惰
書
」
志
第
三
十
・
経
籍
四
〕

し
か
し
、

そ
の
後
こ
の
書
は
絶
え
、
作
品
の
多
く
は
散
侠
し
、
今
日
で
は
三
十
余
篇
の
詩
と
、
断
片
的
な
も
の
を
含
め
て
百
数
十
篇
の
文
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章
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
幸
い
に
も
、
『
宋
書
』
楽
志
と
北
宋
・
神
宗
期
（
十
一
世
紀
）
の
郭
茂
情
の
「
楽
府
詩
集
』

に
よ
っ
て
、
我
々
は
曹
操
の
楽
府
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
両
書
が
牧
録
す
る
作
品
は
殆
ど
同
じ
で
あ
る
が
、

そ
の
な
か
に
は
「
却
東
西
門

行
」
の
よ
う
に
『
楽
府
詩
集
』
（
巻
三
十
七
）の
み
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
曹
操
の
作
品
は
全
て
器
楽
の
伴
奏
に
よ
り
節
を
つ
け
歌
う
楽
府

の
形
式
で
、
民
間
歌
謡
を
出
自
と
す
る
相
和
歌
辞
に
属
す
る
。

き
て
、
曹
操
が
な
み
な
み
な
ら
ぬ
好
学
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
様
々
な
資
料
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
そ
の

一
端
を
挙
げ
よ
う
。

毎
輿
人
談
論
、
戯
弄
言
語
、
墨
無
所
隠
。

〔
三
闘
志
・
貌
書
・
武
帝
紀
・
註
引
郭
頒
『
曹
騎
伝
』
〕

是
以
創
造
大
業
、
文
武
並
施
、
御
軍
三
十
徐
年
、
手
不
捨
書
、
書
一
則
講
武
策
、
夜
則
思
経
侍
、
登
高
必
賦
、及造
新
詩
、

被
之
管
弦
、
皆
成
集
章
。

〔
三
闘
志
・
貌
書
・
武
帝
紀
・
註
引
王
沈
『
貌
書
』
〕

貌
武
以
相
王
之
尊
、
雅
愛
詩
章
。

（
『
文
心
離
龍
』
時
序
篇
第
四
十
五
〕

孔
子
云
、
五
十
以
皐
易
、
可
以
無
大
過
失
。
貌
武
蓑
遺
老
而
弥
篤
。
此
皆
少
撃
而
老
不
倦
也
。

（
顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』
〕

こ
れ
ま
で
の
傾
向
で
は
、
曹
操
の
政
治
家
と
し
て
の
面
に
関
心
を
寄
せ
る
も
の
が
多
く
、
彼
の
好
学
、
文
学
作
品
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ

検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
時
に
文
学
史
的
な
意
義
を
論
ず
る
人
は
い
る
に
し
て
も
、
私
が
管
見
し
た
限
り
、日
本
で
刊
行
き

れ
た
中
国
文
学
史
の
教
科
書
で
曹
操
の
楽
府
を
取
り
上
げ
て
説
明
し
て
い
る
書
は
一
種
の
み
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
作
品
に
つ
い
て
言
及
し

た
論
文
も
、
僅
か
な
数
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

一
方
的
な
考
察
が
多
く
、
彼
の
文
学
の
問
題
に
つ
い
て
首
肯
で
き
る
叙
述
は
少
な

い
。
「
短
歌
行
」
は
人
材
登
用
の
た
め
の
作
品
で
あ
り
、
「
苦
寒
行
」
は
兵
士
掌
握
の
作
品
で
あ
る
と
か
、
政
治
的
意
図
の
み
で
解
釈
さ
れ
て

い
る
し
、
曹
操
が
｛
臣
官
の
孫
で
あ
る
と
い
う
出
自
の
み
で
、
曹
操
の
文
学
的
個
性
な
ど
全
て
に
説
明
を
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
曹
操
の
楽
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府
に
全
く
功
利
的
な
面
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
詩
精
神
に
触
れ
ら
れ
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
も
あ
る
し
、
問
題
も
解
決
し
な
い

で
あ
ろ
う
。
詩
は
虚
構
の
世
界
の
産
物
で
あ
る
。

又
、
貌
菅
南
北
朝
期
の
思
想
は
、
道
教
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
と
把
握
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
文
学
に
も
儒
教
の
拘
束
か
ら
離
れ

て
独
立
の
気
運
が
あ
ら
わ
れ
た
、
と
し
ば
し
説
明
さ
れ
る
。
在
来
の
君
臣
の
聞
の
習
慣
を
捨
て
、
多
く
の
俊
才
を
集
め
、

サ
ロ
ン
を
形
成
し

た
こ
と
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
り
も
す
る
。
し
か
し
、
「
典
論
論
文
」
に
見
え
る
「
経
国
大
業
、
不
朽
盛
事
」
を
文
学
を
儒
教
か
ら
脱
し
て
独

立
さ
せ
た
存
在
た
ら
し
め
ん
と
し
た
、

や
は
り
依
然
と
し
て
「
詩
言
志
」
の
儒
教
的
文
学
観
に
よ
っ
て
、

と
い
う
解
釈
に
は
疑
問
が
残
る
。

建
安
文
学
は
覆
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

曹
操
の
楽
府
に
は
、
儒
教
思
想
の
発
露
が
あ
ち
こ
ち
に
見
受
け
ら
れ
る
。

R

－
、
、
、

丈
カ

そ
れ
ま
で
の
古
楽
府
と
は
、
詩
作
の
精
神
も
目
的
も
異

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
周
辺
の
部
分
的
問
題
に
偏
る
こ
と
な
く
、
表
現
の
中
に
内
在
さ
れ
た
感
性
・
文
学
性
を
中
心
に
、
検
討
を
加
え
た

し3
0 

梁
の
時
代
に
著
き
れ
た
こ
大
文
学
評
論
書
、
『
詩
品
』
『
文
心
離
龍
』
に
は
、

曹
公
古
直
、
甚
有
悲
涼
之
句
。
叡
不
知
至
、
亦
稿
三
祖
。

〔
鐘
喋
『
詩
品
』
巻
下
（
下
品
）
〕

至
子
貌
之
三
祖
、
気
爽
才
麗
、
宰
割
僻
調
、
音
慶
節
平
。

〔
『
文
心
離
龍
』
楽
府
篇
第
七
）

と
あ
る
よ
う
に
、
曹
操
の
評
価
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。
「
古
直
」
は
、
古
代
風
の
質
朴
さ
と
い
っ
た
意
味
で
、
曹
操
の
楽
府
の
特
質
を
言

い
得
て
妙
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
高
い
評
価
の
言
葉
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
、
曹
操
が
孫
の
明
帝
曹
叡
と
同
様
に
「
下
品
」
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
『
詩
品
』
『
文
心
離
龍
』
（
「
序
」
と
「
明
詩
篇
」
に
お
い
て
も
）
と
も
に
、
曹
操
・
曹
歪
・
曹
叡
を

「
三
祖
」
と
称
し
て
い
る
が
、
ひ
と
か
ら
げ
に
言
う
の
は
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
清
の
王
士
棋
は
、
「
下
品
の
貌
武
は
宜
し
く
上
品
に
在
る
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べ
し
」
（
『
漁
洋
詩
話
』
）と評
す
る
の
で
あ
る
。
王
士
棋
は
、
『
詩
品
』
の
評
価
を
妥
当
と
せ
ず
、
彼
の
主
観
で
ラ
ン
ク
が
え
を
し
て
い
る

が
、
下
品
を
上
品
に
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
実
に
曹
操
一
人
で
あ
る
。
六
朝
期
の
流
麗
な
文
体
が
好
ま
れ
た
『
詩
品
』
の
時
代
に
は
、
「
古

直
悲
涼
」
は
時
代
の
好
尚
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
最
終
的
に
は
読
者
の
主
観
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

貌
武
・
貌
文
父
子
、
横
開
示
賦
詩
、

而
乏
帝
王
之
度
。

難
遁
壮
抑
揚
、

〔
清

陳
巌
肖
「
庚
渓
詩
話
』
巻
上
〕

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
与
え
る
人
も
い
る
の
だ
か
ら
。

し
か
し
、
建
安
文
学
は
、
後
世
、
文
学
の
い
き
づ
ま
り
が
感
じ
ら
れ
た
際
、
常
に
回
顧
さ
れ
る
時
代
と
な
り
、
「
建
安
体
」
「
建
安
風
骨
」

と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

文
章
未
堕
、
必
有
英
絶
、
領
袖
之
者
、
非
弟
而
誰
。
毎
欲
論
之
、
無
可
輿
語
、
思
吾
子
建
（
曹
植
）
、一
共
商
権
。

〔
粛
綱
「
輿
湘
東
王
室
田
」「
梁
書
』
巻
四
十
九
・
文
学
上
・
庚
肩
吾
伝
〕

蓬
莱
文
章
建
安
骨
。

〔
李
白
『
官
一
州
謝
眺
棲
銭
別
校
書
叔
雲
』
〕

貌
亙
日
南
北
朝
時
詩
に
か
ね
て
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
私
は
、
後
世
の
文
学
を
考
え
る
に
し
て
も
、
そ
の
視
点
を
学
ぶ
た
め
に
も
、
ま
ず

「
建
安
文
学
」
の
研
究
を
企
図
し
た
。
そ
の
指
導
者
と
し
て
先
頭
に
立
っ
た
、
曹
操
の
楽
府
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
意
味
あ
る
こ
と
と
考
え

る
本
稿
で
は
、
曹
操
の
楽
府
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
、
乱
世
に
生
き
る
人
間
と
し
て
の
苦
し
み
、
悲
し
み
を
歌
っ
た
「
蓮
露
」
「
嵩
里
行
」

の
二
作
品
を
取
り
上
げ
、
漢
古
楽
府
と
の
関
連
性
を
中
心
に
、
以
下
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

創
作
者
及
び
保
護
者
、
演
出
者
で
も
あ
っ
た
曹
操
が
用
い
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
文
人
た
ち
が
好
ん
で
制
作
し
た
、
韻
文
的
散
文
、
修
辞

(335) -46-



的
技
巧
を
重
視
す
る
「
賦
」
で
は
な
く
、
彼
の
作
品
と
さ
れ
て
い
る
詩
の
全
て
は
、
漢
代
の
民
間
歌
謡
で
あ
る
「
楽
府
」
（
が
ふ
）

に
則
っ
て
い
る
。

の
形
式

楽
府
は
も
と
漢
の
武
帝
が
、
紀
元
前
二
一
O
年
に
宮
中
に
設
け
た
音
楽
を
司
る
役
所
で
あ
る
楽
府
（
が
く
ふ
）
に
採
用
さ
れ
た
、
ほ
と
ん

ど
全
て
が
作
者
不
明
の
民
間
の
歌
謡
の
意
で
あ
る
。

そ
こ
で
盛
ん
に
典
礼
用
の
詩
作
に
励
み
、
ま
た
、
治
世
に

お
か
か
え
の
楽
人
た
ち
は
、

資
す
る
た
め
、
『
詩
経
』
国
風
に
倣
っ
て
、
多
く
の
民
聞
の
歌
謡
が
採
集
き
れ
た
。
楽
府
は
、
楽
器
の
伴
奏
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
も
の
で
、

（
今
と
な
っ
て
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
）
曲
が
先
に
あ
り
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
歌
詞
を
作
っ
た
。
曲
の
種
類
は
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
各
々

そ
の
曲
名
を
題
と
す
る
。
こ
れ
が
楽
府
題
で
あ
る
。
「
短
歌
行
」
の
よ
う
に
、

(2
) 

曹
操
の
作
品
に
も
、
楽
府
題
で
あ
る
「
歌
・
行
」
な
ど
の
語
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
多
い
。

に
名
が
つ
い
て
い
て
、
こ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
作
っ
た
歌
詞
は
、

曹
操
は

こ
の
民
間
歌
謡
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
題
を
使
い
、
「
憐
時
悼
乱
」
（
時
代
を
嘆
き
、
動
乱
の
世
を
悼
む
）
を
歌
っ
て
い
る
。
彼
の

楽
府
の
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
言
え
よ
う
。

ザ
雄
畢
路

惟
漢
廿
二
世

惟
れ
漢
の
廿
二
世

所
任
誠
不
良

任
ず
る
所
は
誠
に
良
か
ら
ず

沫
猿
而
冠
帯

休
猿
に
し
て
冠
帯
し

知
小
而
謀
彊

知
は
小
さ
く
し
て
謀
は
彊
し

-47-(334) 



猶
環
不
敢
断

因
狩
執
君
王

白
虹
篤
貫
日

己
亦
先
受
峡

賊
臣
持
図
柄

殺
主
滅
宇
京

蕩
覆
帝
基
業

宗
廟
以
矯
喪

播
越
西
選
移

披
泣
市
且
行

曙
彼
洛
城
郭

微
子
局
哀
傷

猶
予
し
て
敢
て
断
ぜ
ず

(333) 

狩
に
因
り
て
君
王
を
執
る

己白
亦虹
たは
先為
ずゎめ
映れこ
をい日

受を
く貫

き

賊
臣
図
柄
を
持
し

主
を
殺
し
て
字
京
を
滅
ぼ
す

帝
の
基
業
を
蕩
覆
し

宗
廟
は
以
て
婚
喪
す

-48-

彼号播
の泣越
洛しし
城てて
の且ゅ西
郭きに
を行選
謄みく 移
れし
ば

。
宋
書
楽
志
。
楽
府
詩
集
二
十
七
。

微
子
為
に
哀
傷
す

後
世

漢
末
賓
録
、
真
詩
史
也
。

明

鐘
慢
『
古
詩
蹄
』
巻
七
〕

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。



曹
操
が
「
麓
の
上
の
露
」
と
世
の
は
か
な
さ
を
歌
っ
た
よ
う
に
、
打
ち
続
く
争
乱
の
た
め
、
後
漢
王
朝
は
崩
壊
、
終
末
期
を
迎
え
て
い

た
。
詩
の
中
に
は
人
名
が
一
つ
も
現
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
は
「
沫
殺
に
し
て
冠
帯
」
と
評
さ
れ
て
い
る
、
何
進
と
い
う
小
人

物
に
国
を
委
ね
た
た
め
で
あ
り
、
そ
し
て
「
猶
予
し
て
敢
て
断
」
じ
な
か
っ
た
が
た
め
に
「
己
亦
た
先
ず
映
を
受
く
」
の
語
の
知
く
、

デ
タ
ー
に
よ
り
何
進
が
殺
さ
れ
た
中
平
六
年
（
一
八
九
）
、その
混
乱
に
つ
け
入
っ
て
台
頭
し
た
、
詩
中
で
「
賊
臣
」
と
酷
さ
れ
る
軍
閥
の

董
卓
の
狼
籍
に
あ
る
、
と
曹
操
は
断
じ
て
い
る
。
「
主
を
殺
し
て
宇
京
を
滅
ぼ
す
」
と
は
、
董
車
が
何
進
に
よ
っ
て
そ
の
年
擁
立
き
れ
た
少

帝
（
劉
婦
、
詩
中
の
「
君
王
」
）
を
廃
し
、
母
の
何
太
后
（
何
進
の
妹
）

と
と
も
に
試
し
、
帝
の
異
母
弟
、
献
帝
（
劉
協
）
を
即
位
さ
せ
た

こ
と
を
指
し
、
「
播
越
し
て
西
に
遷
移
し
」
と
は
、翌
初
平
元
年
（
一
九
O
）
、
関
東
の
州
郡
が
蓑
紹
を
盟
主
に
反
董
車
の
兵
を
挙
げ
た
た

め
、
董
卓
が
長
安
遷
都
を
強
行
、
専
横
を
極
め
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
曹
操
も
董
車
討
伐
の
た
め
諸
将
と
挙
兵
し
て
い
る
が
、

董
卓
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
た
「
洛
城
の
郭
を
謄
」
て
「
為
に
哀
傷
す
」
と
、
最
後
の
二
句
で
の
み
曹
操
の
心
情
の
吐
露
が
あ
っ
て
、
こ
の

詩
は
結
ぼ
れ
て
い
る
。
「
微
子
」
は
、
般
の
材
王
の
庶
兄
で
約
王
を
諌
め
て
聞
か
れ
ず
、
殿
の
滅
亡
後
、
周
公
の
命
に
よ
り
殿
の
先
杷
を
奉

じ
た
と
い
う
有
徳
の
人
物
で
、
『
論
語
」の
篇
名
に
よ
っ
て
名
高
い
。
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
「
短
歌
行
」
「
苦
寒
行
」
な
ど
で
も
顕
著
で
あ

る
が
、
曹
操
は
し
ば
し
ば
自
己
を
古
の
聖
人
（
特
に
周
の
文
王
と
周
公
日
一
）に
比
し
て
歌
っ
て
お
り
、
為
政
者
と
し
て
儒
教
思
想
に
傾
倒
し

て
い
る
さ
ま
が
見
受
け
ら
れ
る
。

元
来
、
漢
代
か
ら
伝
え
ら
れ
る
古
楽
府
で
あ
る
「
蓮
露
」
の
本
歌
は
、
枢
を
挽
い
て
い
く
時
に
歌
う
悲
し
み
の
歌
、
つ
ま
り
挽
歌
で
あ
っ

た
。
人
の
命
の
は
か
な
き
を
露
に
比
喰
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
簡
潔
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
リ
ズ
ム
に
載
せ
て
繰
り
返
し
歌
わ
れ
、

余
韻
は
人
々
の
悲
し
み
を
誘
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ク
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そ
グ〉
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蓮
露

相
和
歌
辞

蓮
上
露

何
易
時

露
晴
明
朝
更
復
落
人
死
一
去
何
時
蹄

か
わ

何
ぞ
時
き
易
き

（
蓮
上
の
露

露
は
時
く
も
明
朝
に
は
更
に
復
た
落
つ
る
も

人
は
死
し
て
一
た
ぴ
去
ら
ば
何
れ
の
時
に
か

帰
ら
ん

三
・
三
・
七
・
七
の
四
句
構
成
は
、
古
楽
府
に
多
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
上
二
句
と
下
二
句
で
歌
い
方
が
異
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
こ
れ
必
ず
し
も
楽
府
解
題
に
拘
わ
ら
ず
、
曹
氏
父
子
み
な
楽
府
の
題
目
を
用
い
て
自
ら
詩
を
作
れ
る
の
み
。
」
〔
曹
植
「
筆
筏
引
」
引
貰

節
注
〕
と
清
の
方
東
樹
が
評
す
る
よ
う
に
、
曹
操
が
、
古
楽
府
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
、
後
漢
王
朝
葬
送
の
歌
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

ふ
れ
。
ち
な
み
に
「
蓮
露
」
の
語
は
、
後
世
挽
歌
の
代
名
詞
と
し
て
定
着
し
、
夏
目
激
石
の
「
麓
露
行
」
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
う
一
首
、
同
じ
時
期
を
テ
l

マ
と
し
た
佳
作
で
あ
る
「
嵩
里
行
」
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
や
は
り
も
と
は
民
間
の
挽
歌
の
題
で
あ

る

嵩
里
行

関
東
有
義
士

関
東
に
義
士
有
り
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興
兵
討
牽
凶

/ 
乃初
心期
在曾
戚盟
陽津

軍
合
力
不
膏

跨
跨
市
雁
行

勢
利
使
人
争

嗣
還
白
相
股

准
南
弟
稽
競

刻
璽
於
北
方

鎧
甲
生
機
訊

高
姓
以
死
亡

白
骨
露
於
野

千
里
無
鶏
鳴

生
民
百
遺
一

念
之
断
人
腸

兵
を
興
し
て
群
凶
を
討
つ

初
め
盟
津
に
会
す
る
を
期
し

乃
の
心
は
戚
陽
に
在
り

軍
合
、
つ
も
力
は
斉
は
ず

跨
跨
し
て
雁
行
す

嗣勢
い利
で人
還を
たし
自て
ら争
相は

枚； K
7 V'J 

准
南
に
弟
は
号
を
称
し

-51-

鎧璽
甲を
に北
は方
蟻？に
訊三刻
生む
じ

万
姓
は
以
て
死
亡
す

白
骨
は
野
に
露
き
れ

千
里
鶏
鳴
無
し

生
民
は
百
に
一
を
遺
す
の
み

こ
れ
を
念
へ
ば
人
の
腸
を
断
た
し
む

O
宋
書
楽
志
。
楽
府
詩
集
二
十
七
。
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「
盟
津
（
孟
津
）
に
会
す
」
と
は
、
嘗
て
周
の
武
王
が
殿
の
約
王
を
討
っ
た
時
に
諸
侯
と
同
盟
を
結
ん
だ
と
き
れ
る
地
で
あ
り
、
「
乃
の
心

乃
の
心
は
王
室
に
在
ら
ざ
る
こ
と
岡
か
れ
」

は
戚
陽
に
在
り
」
と
は
、
『
尚
書
』
・
康
王
之
詰
に
見
え
る
「
爾
の
身
は
外
に
在
り
と
雄
も
、

の
語
に
基
づ
い
て
、
諸
侯
が
威
陽
（
実
際
は
長
安
）の
後
漢
王
室
に
忠
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
表
す
。

し
か
し
、
反
董
車
諸
侯
の
連
合
軍
の
内
部
で
は
利
害
関
係
が
生
じ
、
「
跨
跨
し
て
雁
行
」
（
雁
の
列
の
よ
う
に
斜
め
）
し
て
ま
と
ま
ら
な

い
。
哀
紹
の
弟
（
従
弟
と
も
い
う
）
嚢
術
は
、
「
准
南
に
（
帝
）
号
を
（
借
）
称
」
し
、
北
方
で
は
哀
紹
が
天
子
の
玉
璽
を
提
造
し
、
群
雄

割
拠
の
様
相
を
呈
す
る
。
後
半
四
句
に
庶
民
の
塗
炭
の
苦
し
み
、
非
人
情
の
悲
惨
な
光
景
が
描
か
れ
、
最
後
の
一
句
に
「
こ
れ
を
念
え
ば
人

の
腸
を
断
た
し
む
」
と
、
曹
操
の
感
情
表
現
で
最
高
潮
を
迎
え
る
。
私
は
こ
こ
に
「
猶
予
」
（
「
蓮
露
」
）

や
「
跨
跨
」
（
「
嵩
里
行
」
）
を
憎

み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
乱
れ
た
世
を
す
く
う
の
は
己
し
か
い
な
い
、

と
い
う
当
事
者
の
自
負
心
を
保
ち
な
が
ら
、
武
人
と
し
て
で
は
な
く
、

離
を
置
い
て
客
観
的
に
現
実
を
見
る
、
詩
人
と
し
て
の
曹
操
の
「
眼
」
を
感
ず
る
。
「
蓮
露
」
に
お
け
る
「
哀
傷
」
、
「
嵩
里
行
」
に
お
け
る

「
断
人
腸
」
は
、
曹
操
の
心
か
ら
の
感
情
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
、と
解
釈
し
て
間
違
い
は
あ
る
ま
い
が
、
逆
に
第
三
者
と
し

て
の
冷
静
な
、
感
傷
に
浸
つ
て
な
ど
い
ら
れ
な
い
、

と
い
う
視
点
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
漢
末
実
録
」
「
詩
史
」
と
称
き

れ
で
も
、
単
な
る
事
実
の
記
録
で
は
な
い
。
詩
人
の
感
性
が
そ
こ
に
内
在
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

古
楽
府
の
「
蕎
里
」
の
本
歌
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

萱
向
里

ロ
H
n
u
b

八
ウ
干

4
小
エ
↑
可
可
主
h
H

高
里
誰
家
地

取
水
数
魂
塊
無
賢
愚

鬼
伯
一
何
相
催
促

人
命
不
得
少
蜘
厨

(329) 
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（
嵩
里
は
誰
が
家
の
地
ぞ

魂
塊
を
表
敬
し
て
賢
愚
無
し

ち
ち
ゅ

人
命
は
少
し
も
蜘
胸
す
る
を
得
、
ず
）

鬼
伯
一
え
に
何
ぞ
相
催
促
す
る
や

『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
七
所
引
の
亜
日
の
崖
豹
の
『
古
今
注
』
は
、
詩
題
の
「
蓮
露
」
「
嵩
里
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。
ー
ー

「
麓
露
」
は
も
と
「
嵩
里
」
と
一
組
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
漢
の
武
帝
時
代
の
音
楽
家
李
延
年
が
二
つ
に
分
け
、
「
蓮
露
」
は
王
公
貴
人
用

に
、
「
嵩
里
」
は
士
大
夫
庶
人
用
に
作
曲
し
た
と
い
う
。
｜
｜

高
里
は
別
名
「
泰
山
行
吟
」
と
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
泰
山
の
南
の
山
名
で
、
死
者
の
霊
魂
が
集
め
ら
れ
る
冥
土

冥
府
）
を
意
味
す
る
と

い
う
。
こ
れ
ら
を
歌
い
な
が
ら
、
枢
を
載
せ
た
車
を
挽
い
て
、
葬
列
は
墓
場
に
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
楽
府
中
で
、

死
は
人
を
侠
っ
て

く
れ
な
い
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
た
「
蜘
嗣
」
と
い
う
言
葉
を
、
曹
操
は
、
「
跨
跨
」
と
置
き
換
え
、
後
漢
王
朝
の
衰
退
を
早
め
た
行
い
と

(6
) 

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

し
て

此
用
柴
府
題
、
紋
漢
末
時
事
。
所
以
然
者
、
以
所
詠
喪
亡
之
哀
、
足
嘗
挽
歌
也
。
而
蔑
露
哀
君
、
嵩
里
哀
臣
、
亦
有
次
第
。

〔
清

方
東
樹
『
昭
味
倉
言
』
巻
二
〕

の
評
も
、
『
古
今
注
』
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
に
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
鐘
記
室
詩
品
筆
』
の
著
者
で
あ
る
民
国
の
古
直
氏
は
、
前
掲
の
鐘
喋
『
詩
品
』
グ〉

曹
公
古
直
、
甚
有
悲
涼
之
句
。
叡
不
如
至
、
亦
稽
三
祖
。

に
関
連
し
て
、
曹
操
の
詩
の
「
尤
も
悲
涼
な
る
者
」
と
し
て
、
「
嵩
里
行
」
の
「
白
骨
は
野
に
露
さ
れ
、千
里
鶏
鳴
無
し
。
生
民
は
百
に
一

を
遺
す
の
み
、

こ
れ
を
念
え
ば
人
の
腸
を
断
た
し
む
」
を
例
と
し
て
引
い
て
い
る
。
行
軍
中
の
苦
し
み
を
う
た
う
「
苦
寒
行
」
を
そ
れ
に
抵

-53-(328) 



た
る
作
品
と
す
る
む
き
も
あ
る
が
、
「
高
里
行
」
に
描
か
れ
た
こ
の
非
人
情
の
世
界
こ
そ
、
「
悲
涼
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

以
上
、
「
蓮
露
」
「
嵩
里
行
」
の
二
首
を
見
て
き
た
が
、
曹
操
は
、
古
楽
府
の
主
題
や
モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
つ
つ
も
、
雑
言
で
は
な
く
五
言

の
リ
ズ
ム
に
己
を
載
せ

い
ず
れ
も
十
六
句
の
長
さ
に
後
漢
王
朝
の
葬
送
と
い
う
新
世
界
を
構
築
、
表
現
技
術
の
精
度
を
高
め
る
こ

ま
た

と
に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
曹
操
の
楽
府
は
、
既
存
の
古
楽
府
・
古
詩
の
物
語
的
な
枠
組
を
踏
襲
し
た
作
品
と
も
言
う
こ
と
が

(7
) 

で
き
る
。
建
安
文
学
の
大
き
な
特
徴
に
、
作
者
の
置
か
れ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
状
況
に
即
し
て
作
ら
れ
た
、
所
謂
贈
答
詩
・
公
諜
詩
の
出
現

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
曹
操
は
そ
の
よ
う
な
作
品
を
一
首
も
残
し
て
い
な
い
。
贈
答
の
ス
タ
イ
ル
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
、

無
名
的
且
つ
一
般
的
な
共
通
感
情
を
盛
り
込
む
器
に
過
ぎ
な
か
っ
た
五
言
詩
は
、
個
々
の
詩
人
の
芸
術
、
自
己
表
現
の
場
へ
と
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
く
。
し
か
し
（
息
子
曹
歪
の
作
品
を
一
見
し
て
も
わ
か
る
が
）
、

そ
の
場
面
設
定
、
用
い
ら
れ
た
比
喰
の
常
套
性
、
サ
ロ
ン
化
し

て
視
野
が
狭
窄
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
類
型
表
現
か
ら
脱
し
き
れ
ぬ
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
作
品
が
増
え
て
き
た
の
も
事
実
で

あ
る
。そ

の
意
味
で
曹
操
の
楽
府
は
、
漢
の
古
楽
府
と
貌
吾
南
北
朝
詩
を
結
ぶ
過
渡
期
に
開
い
た
花
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
い
か
。

き
れ
ば
、
沈
徳

j替
カf

孟
徳
（
曹
操
）
詩
猶
是
漢
音
、
子
桓
（
苗
自
主
）
以
下
、
純
子
貌
響
、
沈
雄
俊
爽
、
時
露
覇
気
。

〔
清

沈
徳
潜
『
古
詩
源
」
巻
五
〕

と
評
し
て
、
そ
れ
以
降
の
作
品
に
は
失
わ
れ
た
「
漢
代
の
歌
謡
」
の
味
わ
い
を
保
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
も
首
肯
で
き
る
。

最
後
に
、
同
じ
時
期
の
戦
乱
を
題
材
に
し
た
作
品
と
し
て
私
が
想
起
し
た
、
建
安
七
子
の
代
表
で
あ
る
王
祭
（
一
七
七

i

二
一
七
）

名
な
「
七
哀
詩
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
三
所
牧
）
を
挙
げ
て
、比
較
対
照
し
て
お
き
た
い
。
「
七
哀
」
は
後
漢
末
に
で
き
た
新
し
い
楽
府
題
で (327) -54-

グ〉

有



あ
ろ
う
と
い
わ
れ
、
「
七
」
に
つ
い
て
は
説
が
分
か
れ
る
が
、
要
は
「
哀
し
み
の
う
た
」
で
あ
る
。

七
哀
詩

西
京
乱
無
象

務
虎
方
選
患

復
棄
中
園
去

遠
身
適
刑
蛮

親
戚
針
我
悲

朋
友
相
追
撃

出
門
無
所
見

白
骨
蔽
平
原

路
有
飢
婦
人

抱
子
棄
草
間

顧
問
競
泣
声

揮
沸
独
不
還

未
知
身
死
慮 ニ

首

其

王
祭

計西
虎京
方乱
にれ
患て
を象2
這な無
すく

復
た
中
国
を
棄
て
て
去
り

身
を
遠
ざ
け
て
刑
蛮
に
適
く

-55-

朋親
友戚
相我
追に
い対
てい
挙5 て
る悲

し
み

門
を
出
づ
れ
ど
も
見
る
所
無
く

白
骨
平
原
を
蔽
、
っ

路
に
飢
え
た
る
婦
人
有
り

子
を
抱
い
て
草
間
に
棄
つ

顧
み
て
号
泣
の
声
を
聞
く
も

梯
を
揮
っ
て
独
り
還
ら
ず

(326) 

未
だ
身
の
死
す
る
処
を
知
ら
ず



何
能
雨
相
完

何
ぞ
能
く
両
つ
な
が
ら
相
完
か
ら
ん
と

駆
馬
棄
之
去

馬
を
駆
っ
て
之
を
棄
て
て
去
る

不
忍
聴
此
言

此
の
言
を
聴
く
に
忍
び
ざ
れ
ば
な
り

南
登
覇
陵
岸

南
の
か
た
覇
陵
の
岸
に
登
り

廻
首
望
長
安

首
を
週
ら
し
て
長
安
を
望
む

悟
彼
下
泉
人

悟
る
彼
の
下
泉
の
人

晴
然
傷
心
肝

晴
然
と
し
て
心
肝
を
傷
ま
し
む

モ
チ
ー
フ
と
し
て
白
骨
が
共
に
登
場
し
、
悲
惨
な
状
況
を
描
い
た
結
末
に
、

(8
) 

点
、
後
年
追
懐
し
て
詠
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
点
な
ど
、
「
蕎
里
行
」
に
よ
く
似
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
人
称
の
情
緒
的
表
現
（
使
役
形

で
締
め
括
っ
て
い
る

「
翁
虎
」
は
、
山
犬
と
虎
、
転
じ
て
、
董
卓
の
死
後
、
長
安
を
聾
断
し
、
覇
権
を
求
め
て
争
っ
た
軍
閥
の
李
催
と
郭
氾
を
指
し
て
い
る
。

時
期
的
に
は
「
嵩
里
行
」
で
う
た
わ
れ
た
初
平
元
年
（
一
九

O
）
か
ら
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
王
祭
は
十
七
歳
。
争
乱
を
逃
れ
、
当

(9
) 

時
比
較
的
安
定
し
て
い
た
劉
表
治
世
下
の
刑
州
裏
陽
へ
、
苦
難
の
旅
を
続
け
て
い
た
。
か
か
る
時
代
に
遭
遇
し
た
彼
も
ま
た
、
被
害
者
で
あ

っ
た
わ
け
だ
が

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
知
識
人
と
し
て
強
い
自
覚
を
持
ち
、
優
れ
た
描
写
力
に
よ
っ
て
現
実
を
直
視
し
た
。

王
祭
は
、
董
車
の
長
安
遷
都
に
も
同
行
し
て
い
た
の
で
、
民
衆
の
苦
し
み
を
、
再
び
つ
ぶ
さ
に
目
賭
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
問
、
長

安
に
留
ま
っ
て
い
た
時
期
に
大
学
者
の
察
邑
に
見
い
だ
さ
れ
、
「
我
も
及
ば
ぬ
異
才
」
と
言
わ
し
め
、
後
継
者
と
し
て
万
巻
の
書
全
て
を
送

ら
れ
学
問
を
積
み
、
そ
れ
に
、
董
卓
が
抹
殺
さ
れ
た
直
後
、
王
允
に
よ
っ
て
察
邑
が
獄
死
す
る
と
い
う
運
命
に
も
遭
遇
し
て
い
る
。
こ
う
し

(325) -56-



た
出
来
事
が
青
年
王
祭
の
視
野
を
広
め
、
人
間
的
に
成
長
さ
せ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、

王
祭
の
家
系
は
代
々
、
清
流
派
の
党
人
官
僚
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
当
然
、
彼
は
心
中
に
、
一
人
の
知
識
人
と
し
て
儒

教
的
な
治
世
観
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
為
政
者
た
ら
ん
と
し
て
勉
学
に
励
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
彼
が
、
歴
史
に
深

い
関
心
を
抱
く
の
も
至
極
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
後
に
、
曹
操
の
幕
下
で
数
々
の
献
言
、
撤
文
を
草
し
た
こ
と
で
も
う

か
が
え
よ
う
し
、
『
惰
書
』
経
籍
志
に
は
、王
祭
撰
の
『
漢
末
英
雄
記
』
八
巻
が
残
閲
す
る
と
あ
り
、
「
唐
書
』
経
籍
志
に
も
「
漢
書
英
雄
記

十
巻

王
禁
等
撰
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
曹
操
の
「
蓮
露
」
と
同
様
に
「
漢
末
実
録
」
「
詩
史
」
と
い
え
る
「
七
哀
詩
」
が
、王
祭
の
手

に
な
っ
た
の
は

む
べ
な
る
か
な
と
思
わ
れ
る
。

詩
中
の
「
覇
陵
」
は
長
安
の
東
に
あ
る
、
前
漢
の
文
帝
の
陵
。
「
下
泉
」
は
、
「
詩
経
』
曹
風
の
篇
名
で
、
悪
政
に
悩
む
人
々
が
、
苦
し
い

生
活
の
な
か
で
周
代
の
善
政
を
慕
っ
て
、
賢
明
な
王
が
現
れ
る
こ
と
を
糞
う
心
情
を
歌
っ
て
い
る
。
王
祭
は
「
下
泉
」
の
作
者
に
共
感
し
、

覇
陵
に
葬
ら
れ
て
い
る
下
泉
（
つ
ま
り
黄
泉
の
世
界
）
の
名
君
文
帝
に
想
い
を
馳
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

詩
は
、
長
安
か
ら
覇
陵
に
至
る
ま
で
の
道
中
に
目
に
し
た
悲
惨
な
状
況
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
リ
ア
ル
に
描
き
だ
す
。
街
を
出
た
作
者
が

目
に
し
た
の
は
、
平
原
を
累
々
と
覆
う
白
骨
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
母
が
子
を
棄
て
る
と
い
う
光
景
。
こ
の
婦

人
の
叫
び
は
、
白
骨
の
平
原
と
相
侯
っ
て
、
よ
り
一
層
悲
痛
に
満
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
現
実
に
作
者
王
祭
は
何
も
す
る
こ
と
が
で
き

ず
に
、

母
子
の
も
と
か
ら
立
ち
去
る
。
こ
の
間
に
三
回
に
渉
っ
て
使
わ
れ
る
「
棄
」
の
字
が
、
そ
の
た
ぴ
ご
と
に
悲
痛
き
を
増
し
て
い
る
よ

、
7

だ
。

作
者
王
祭
は

こ
の
母
子
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
知
っ
て
い
る
。
具
体
的
悲
し
み
、
小
人
の
愛
情
（
可
哀
想
と
い
う
同
情
）
を
越

え
た
正
確
な
詩
人
の
「
眼
」
で
、
時
代
の
不
幸
を
見
つ
め
て
い
る
。
「
蕎
里
行
」
の
よ
う
に
、
為
政
者
と
し
て
の
「
力
み
」
も
な
く
、
あ
る

-57-(324) 



母
子
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
描
写
す
る
手
法
な
ど
、
詩
と
し
て
の
成
熟
度
は
曹
操
よ
り
も
上
で
あ
ろ
う
。
松
尾
芭
蕉
の
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』

の
中
で
、
富
士
川
で
、
行
き
倒
れ
の
捨
て
子
を
見
、
あ
わ
れ
に
思
う
気
持
ち
が
起
こ
っ
て
き
た
が
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、た
だ
食
べ
物

を
与
え
て
通
り
過
ぎ
る
シ
l

ン
が
あ
る
が
、

そ
の
時
の
「
た
だ
こ
れ
天
に
し
て
、
汝
の
性
の
拙
き
を
泣
け
」
と
言
う
一
言
葉
と
も
、
相
通
ず
る

も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。

鐘
蝶
は
王
祭
を
評
し
て

降
及
建
安
、
曹
公
父
子
（
曹
操
・
曹
歪
）
、
篤
好
斯
文
。
平
原
兄
弟
（
曹
植
・
曹
彪
）
、
郁
篤
文
棟
、
劉
禎
・
王
祭
、
震
其
羽
翼
。

〔
「
詩
品
』
序
〕

と
し
て
、
彼
を
「
上
品
」
に
ラ
ン
キ
ン
グ
し
て
い
る
。

一
方
の
劉
紙
も
『
文
心
離
龍
』
明
詩
篇
で
、四
言
詩
と
五
言
詩
に
定
義
付
け
を
し
た

の
ち
に
、
「
兼
ね
て
善
く
す
る
は
則
ち
子
建
（
曹
植
）・
仲
官
一
（
王
祭
）
な
り
」
と
、
曹
植
と
並
ぶ
極
め
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
「
建

安
七
子
集
」
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
王
祭
の
作
品
の
な
か
で
、
最
も
貴
ば
れ
た
の
は
「
登
棲
賦
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
賦
」
の
ジ
ャ

そ
の
点
、
辞
賦
を
重
ん
じ
た
『
文
心
離
龍
』
の
ほ
う
が
、
『
詩
品
』
よ
り
も
強
く
彼
を
推
し
て
い
る
。
し
か
し
、
王
祭
が
、

（
叩
）

最
も
得
意
と
す
る
「
賦
」
で
は
な
く
、
五
言
詩
で
漢
末
の
動
乱
を
う
た
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
七
哀
詩
」
が
後
年
の
作
で
あ
ろ
う
こ
と
と

ン
ル
で
あ
っ
て
、

考
え
併
せ
て
、
建
安
の
文
壇
を
リ
ー
ド
し
た
曹
操
の
趣
向
が
、
王
祭
ら
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
楽
府
を
文
人
た
ち
の
創
作
と
し
て
文
学
の
舞
台
に
登
ら
せ
た
の
が
、

は
か
な
ら
ぬ
曹
操
そ
の
人
で
あ
っ
た
の
だ
。

董
車
の
乱
の
六
年
後
、
曹
操
は
、
本
拠
地
の
許
（
河
南
省
許
昌
）

に
献
帝
を
迎
え
入
れ
遷
都
し
、
王
朝
の
後
楯
と
し
て
勢
力
を
広
げ
て
い

く
。
後
漢
最
後
の
元
号
と
な
る
建
安
元
年
（
一
九
六
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

(323) -58-
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考
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の
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曹
操
論
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に
曹
操
の
楽
府
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4 3 

な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
一
般
に
い
う
「
楽
府
」

出
典
「
史
記
』
項
羽
本
紀
第
七
。
「
楚
人
休
猿
而
冠
耳
」

当
時
董
卓
を
非
難
す
る
歌
が
民
間
で
唱
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。
丁
福
保
の
『
全
漢
三
国
晋
南
北
朝
詩
」
に
は
「
董
逃
歌
詞
」

と
し
て
牧
め
て
い
る
。
残
存
す
る
句
に
は
董
卓
へ
の
非
難
の
言
葉
は
見
ら
れ
な
い
。
詳
細
は
（1
）
前
掲
書
を
参
照
。

原
文
「
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
七
所
引
崖
豹
「
古
今
注
」

蓮
露
・
嵩
里
並
喪
歌
也
。
本
出
回
横
門
人
。
横
自
殺
、
門
人
傷
之
、
震
作
悲
歌
。
言
人
命
奄
忽
、
知
蓮
上
之
露
崎
滅
也
。
亦
謂
、
人
死

魂
塊
蹄
於
嵩
里
。
至
漢
武
帝
時
、
李
延
年
分
篤
二
曲
。
蓮
露
送
王
公
貴
人
、
蕎
里
送
士
大
夫
庶
人
、
使
挽
枢
物
歌
之
。
亦
謂
之
挽
歌
。

挽
歌
が
田
横
の
死
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
「
古
今
注
」
の
説
は
、
お
そ
ら
く
こ
じ
つ
け
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
紀
元
前
五
世
紀
頃
の
こ
と
と

し
て
、
『
春
秋
左
氏
惇
』
に
は
「
虞
積
」
と
い
う
葬
送
歌
の
こ
と
が
出
て
く
る
（
哀
公
十
一
年
）
。
一
方
、
「
詩
経
』
国
風
の
秦
風
に
は
、

挽
歌
の
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
「
黄
鳥
」
三
章
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

「
蜘
眠
」
の
語
は
古
く
は
「
詩
経
』
柿
風
の
「
播
首
蜘
閥
」
や
『
李
陵
輿
蘇
武
書
』
の
「
執
午
野
蜘
踊
」
等
の
用
例
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

「
た
め
ら
い
と
ど
ま
る
」
の
意
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
古
詩
十
九
首
」
「
孔
雀
東
南
飛
」
な
ど
、
人
生
の
は
か
な
さ
を
歌
う
典
型
的
な
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

シ
』
世
』

「
七
哀
詩
」
其
二
に
「
刑
蛮
は
吾
が
郷
に
非
ざ
る
に
、
何
為
ぞ
久
し
く
も
滞
淫
ま
る
や
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
王
祭
が
剤
州
に
滞
在
し
た

以
降
に
詠
ま
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
志
を
得
ぬ
、
苦
悩
の
心
境
は
「
登
棲
賦
」
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

劉
表
が
文
教
政
策
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
、
王
祭
が
荊
州
に
擦
っ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
「
劉
表
愛
民
養
士
、
従
容
自
保
、
境
内
無
事
、

関
西
・
売
・
諜
皐
士
蹄
之
者
以
千
数
。
表
乃
起
立
皐
校
、
講
明
経
術
（
以
下
略
。
『
資
治
通
鑑
』
巻
六
十
二
）
。
因
み
に
古
楽
府
の
「
大
提

曲
」
に
も
、
裏
陽
の
繁
栄
ぶ
り
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

曹
歪
は
「
典
論
論
文
」
の
中
で
「
王
祭
は
辞
賦
に
長
ず
」
と
い
っ
て
お
り
、
当
時
か
ら
彼
の
賦
に
対
す
る
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
、
同
じ
曹
歪
の
「
輿
呉
質
書
」
に
も
、
同
様
の
記
述
「
仲
宣
は
続
い
て
自
ら
辞
賦
を
善
く
す
」
）
が
あ
る
。

-60-

の
意
で
用
語
を
統
一
し
、
歌
行
と
い
う
用
語
は
用
い
な
か
っ
た
。
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